
■ぬまづ近代史点描78

　　宮内盛重と吉川素水―ある沼津移住旧幕臣の父子―

■企画展のお知らせ

■夏のイベント参加者募集
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津
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治
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通
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130
号

絵葉書「沼津公園・香貫山ドライヴ・ウェー・河口突堤の黒鯛釣」
（当館所蔵）

「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」という趣旨のもと、昨年から８月11日が「山の
日」として、祝日となりました。沼津市のシンボル的な山といえば「香貫山」です。小学校の遠足
の定番として登った方も多い、親しみやすい身近な山です。この絵葉書は発行の時期は不明ですが、
沼津市役所が作った観光地沼津を紹介するもので、市街からの見慣れた香貫山とは違った珍しいア
ングルの写真です。おそらく徳倉山の頂上付近から北方向に富士山を望んだものと思われます。整
備されたハイキングコースを歩いてみると四季折々の植物が豊富で、頂上の展望台からの眺めは、
富士山、愛鷹山、街中を堂々と流れる狩野川、そして碧く広がる駿河湾が一望できる、まさに絶景
です。「山の日」に一度訪れてみてはいかがですか。

（一部拡大）



江
戸
幕
府
の
若
年
寄
支
配
の
役
職
に
鉄
砲
方
が
あ
り
、
砲
術
家
で

あ
る
井
上
・
田
付
の
両
家
が
代
々
そ
の
役
を
つ
と
め
た
。
両
家
に
は

そ
れ
ぞ
れ
部
下
と
し
て
与
力
・
同
心
が
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

と
は
別
に
田
付
家
だ
け
の
配
下
と
さ
れ
た
の
が
、
御
鉄
砲
磨
組
同
心

で
あ
る
。
御
鉄
砲
磨
方
、
御
持
鉄
砲
磨
役
、
御
召
筒
御
磨
方
な
ど
と

も
称
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
身
分
と
し
て
は
旗
本
で
は
な
く
御
家
人
で

あ
る
。
江
戸
時
代
初
め
の
元
和
年
間
に
は
一
二
名
が
そ
の
役
を
つ
と

め
、
江
戸
の
下
富
坂
（
現
東
京
都
文
京
区
）
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。

御
鉄
砲
磨
組
同
心
は
一
二
軒
の
家
が
世
襲
で
つ
と
め
、
途
中
交
代

し
た
家
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
が
幕
末
に
ま
で
及
ん
だ
ら
し
い
。

そ
の
一
軒
に
宮
内
家
が
あ
っ
た
。
元
和
年
間
に
吉
左
衛
門
を
名
乗
っ

た
人
物
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
の
が
、
幕
末
期
の
当
主
宮
内
盛
重
（
禮

輔
・
禮
三
）
で
あ
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
時
点
で
は
小
石
川

戸
崎
町
（
文
京
区
）
に
居
住
し
て
い
た
。

先
祖
代
々
の
お
役
目
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
将
軍
所
有
の
鉄
砲
を

磨
く
こ
と
だ
っ
た
。
余
剰
人
員
が
多
く
、
平
和
な
江
戸
時
代
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
成
立
し
た
職
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
風
雲
急
を
告
げ
る

幕
末
、
幕
府
は
軍
制
改
革
に
と
り
く
み
、
近
代
的
な
陸
軍
を
編
制
す

る
た
め
、
無
用
な
閑
職
は
廃
止
し
、
彼
ら
を
兵
士
に
編
入
す
る
。

御
鉄
砲
磨
組
同
心
が
廃
止
さ
れ
、
宮
内
禮
輔
ほ
か
一
〇
名
が
幕
府

陸
軍
の
歩
兵
部
隊
の
兵
員
で
あ
る
撒
兵
勤
方
に
な
る
こ
と
を
命
じ
ら

れ
た
の
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
一
一
月
二
一
日
の
こ
と
だ
っ

た
。
古
い
火
縄
銃
を
磨
く
だ
け
の
仕
事
を
し
て
き
た
人
々
が
、
新
式

の
ラ
イ
フ
ル
銃
を
担
ぎ
戦
場
へ
動
員
さ
れ
る
破
目
に
お
ち
い
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
同
じ
時
、
鉄
砲
方
自
体
も
廃
止
と
な
り
、
禮
輔
の
上
司

で
あ
る
田
付
四
郎
兵
衛
は
勤
仕
並
寄
合
と
さ
れ
、
そ
の
配
下
だ
っ
た

他
の
与
力
・
同
心
た
ち
も
撒
兵
や
砲
兵
に
編
入
さ
れ
た
。

将
軍
家
茂
に
対
し
長
州
再
征
の
勅
許
が
下
り
た
直
後
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
九
月
二
八
日
付
で
禮
輔
が
、
江
戸
の
「
岩
橋
新
吾
様
・

御
家
内
衆
中
様
」
あ
て
に
発
し
た
書
簡
が
現
存
す
る
。
そ
の
文
面
か

ら
は
、
当
時
彼
が
上
方
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
す
で
に
撒

兵
編
入
前
に
大
坂
・
京
都
へ
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

宛
名
の
新
吾
こ
と
岩
橋
教
章
は
、
鳥
羽
藩
士
か
ら
幕
府
海
軍
の
軍

艦
操
練
所
絵
図
認
方
出
役
に
採
用
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。「
伜
弥

重
郎
事
之
儀
ニ
付
、
御
尊
君
御
引
立
ヲ
以
、
御
運
艦
所
芸
古
相
始
候

よ
し
」
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
禮
輔
の
息
子
弥
重
郎
が
岩
橋
の
引

き
立
て
に
よ
っ
て
軍
艦
操
練
所
（
翌
年
海
軍
所
と
改
称
）
に
入
り
、

稽
古
に
励
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
が
判
明
す
る
。
明
治
末
に
刊
行
さ

れ
た
岩
橋
の
遺
稿
集
に
、
弥
重
郎
は
「
教
章
の
甥
に
て
姓
は
宮
内
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
禮
輔
と
岩
橋
と
は
義
兄
弟
（
ど
ち
ら

か
の
妻
が
ど
ち
ら
か
の
姉
妹
か
、
妻
同
士
が
姉
妹
か
？
）
だ
っ
た
ら

し
い
。
江
戸
の
留
守
宅
に
対
す
る
配
慮
に
感
謝
す
る
と
の
記
述
も
あ

り
、
両
者
が
ご
く
親
し
い
親
戚
関
係
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

で
あ
る
。

そ
し
て
迎
え
た
幕
府
瓦
解
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
一
一

日
の
江
戸
城
無
血
開
城
の
前
日
、
禮
輔
は
属
し
て
い
た
本
間
邦
之
助

率
い
る
撒
兵
護
衛
二
番
中
隊
三
番
小
隊
の
一
員
と
し
て
船
で
江
戸
を

脱
し
、
一
二
日
に
は
木
更
津
に
着
い
た
。
撒
兵
頭
福
田
道
直
（
八
郎

右
衛
門
）
が
率
い
る
脱
走
撒
兵
隊
は
「
徳
川
義
軍
府
」
と
称
し
、
約

二
〇
〇
〇
の
兵
力
で
上
総
・
下
総
を
押
さ
え
、
江
戸
を
占
領
し
た
新

政
府
軍
と
対
決
す
る
構
え
を
み
せ
た
。
閏
四
月
上
旬
、
市
川
・
船
橋

辺
で
両
軍
は
激
突
し
、
撒
兵
隊
は
敗
北
を
喫
す
る
。
福
田
が
本
拠
地

と
し
た
真
里
谷
（
現
木
更
津
市
）
も
攻
め
ら
れ
、
撒
兵
隊
は
敗
走
し

て
散
り
散
り
と
な
り
、
多
く
は
常
陸
国
鹿
島
方
面
へ
逃
れ
た
。

そ
の
間
、
禮
輔
は
富
津
陣
屋
に
出
張
し
た
り
、
姉
ヶ
崎
に
出
向
き
、

兵
粮
の
確
保
に
あ
た
る
な
ど
軍
務
に
従
事
し
て
い
た
が
、
閏
四
月
七

日
に
本
営
が
あ
る
真
里
谷
に
も
ど
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
味
方
の
総
崩

れ
に
よ
り
、
八
日
夜
九
時
、
同
僚
の
永
井
直
方
・
青
木
宗
三
郎
と
と

も
に
木
更
津
か
ら
密
か
に
船
で
江
戸
へ
も
ど
り
、
自
宅
に
帰
着
し
た
。

一
一
日
に
は
三
名
連
名
に
よ
る
脱
走
始
末
書
を
上
司
に
提
出
、
以
後

恭
順
し
た
。

右
に
述
べ
た
撒
兵
隊
に
よ
る
両
総
戦
争
は
、
江
戸
近
く
で
戦
わ
れ

た
戊
辰
戦
争
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
禮
輔
の
動
向
は
永
井
直
方
が
残

し
た
日
記
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

永
井
は
そ
の
後
、
駿
府
七
〇
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
徳
川
家
に
従
い
、

沼
津
に
移
住
し
、
生
育
方
（
旧
幕
府
の
陸
軍
局
）
に
属
し
、
翌
年
に

は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の
教
授
に
採
用
さ
れ
た
。
同
じ
く
禮
輔

も
生
育
方
に
編
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に

発
行
さ
れ
た
静
岡
藩
の
名
簿
『
沼
津
御
役
人
附
』
で
は
、
生
育
方
の

後
身
で
あ
る
沼
津
勤
番
組
の
一
番
頬
世
話
役
介
の
ひ
と
り
「
宮
内
禮

三
」
と
し
て
そ
の
名
が
掲
載
さ
れ
た
。「
輔
」
が
「
三
」
に
な
っ
た
の

は
、
古
代
の
百
官
名
に
由
来
す
る
「
助
」「
介
」「
輔
」「
進
」「
丞
」「
兵

衛
」「
左
衛
門
」「
右
衛
門
」
と
い
っ
た
名
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ

た
、
明
治
二
年
六
月
の
明
治
政
府
の
布
告
に
も
と
づ
き
改
名
し
た
か
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宮
内
盛
重
と
吉
川
素
水
　
―
あ
る
沼
津
移
住
旧
幕
臣
の
父
子
―

岩橋教章あて宮内盛重書簡
（吉川圭介氏所蔵）

『沼津御役人附』（当館所蔵）
世話役介の5人目に「宮内禮三」の名がある。



に
書
か
れ
、
東
京
に
送
ら
れ
た
。
受
取
人
の
吉
川
禮
眠
な
る
人
物
の

素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、「
弥
重
郎
様
御
義
は
如
何
被
成
候
哉
」、「
宮

内
禮
輔
様
御
義
ハ
駿
河
表
へ
被
為
入
候
事
と
奉
存
候
」
云
々
な
ど
と

い
っ
た
文
面
か
ら
、
宮
内
父
子
に
ご
く
近
い
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
後
の
弥
重
郎
の
足
取
り
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
先
に
紹
介

し
た
明
治
九
年
時
点
で
の
盛
重
一
家
七
人
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
い
っ
た
ん
は
沼
津
に
移
住
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
静
岡
藩
時
代
の
沼
津
に
は
、
美
加
保
丸
に
乗
っ

て
い
た
中
根
淑
・
山
田
昌
邦
・
片
山
直
人
・
吹
田
鯛
六
ら
が
お
り
、

い
ず
れ
も
沼
津
兵
学
校
の
教
授
や
生
徒
に
な
っ
て
い
た
。

た
ぶ
ん
明
治
五
年
以
後
、
弥
重
郎
は
行
廣
と
い
う
名
に
改
め
た
。

そ
し
て
上
京
し
、
明
治
政
府
の
内
務
省
に
出
仕
し
た
。「
宮
内
行
廣
」

の
名
は
、
政
府
職
員
の
名
簿
「
官
員
録
」
に
掲
載
さ
れ
、
土
木
寮
十

級
出
仕
（
明
治
九
年
）、
土
木
局
八
等
属
（
一
〇
年
）、
六
等
属
（
一

三
年
）、
四
等
属
（
一
七
年
）
と
い
っ
た
具
合
に
配
属
部
署
と
職
名
を

追
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
族
籍
は
「
シ
ヅ
ヲ
カ
」「
静
岡
」
と

あ
り
、
静
岡
県
に
本
籍
を
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幕
府
海
軍
で
身

に
付
け
た
理
工
系
の
技
術
を
土
木
分
野
で
活
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。と

こ
ろ
が
、
毎
年
・
毎
月
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
る
官
員
録
に
よ
れ

ば
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
〇
月
刊
行
の
も
の
で
は
「
静
岡
　

宮
内
行
廣
」
だ
っ
た
も
の
が
、
一
八
年
（
一
八
八
五
）
一
〇
月
刊
行

分
で
は
「
静
岡
　
吉
川
素
水
」
と
変
わ
る
。
前
後
の
つ
な
が
り
か
ら

判
断
し
、
別
人
で
は
な
く
、
宮
内
行
廣
が
吉
川
素
水
と
改
名
し
た
ら

し
い
。
名
前
ば
か
り
か
姓
ま
で
変
え
た
理
由
は
謎
で
あ
る
。
同
時
期

の
父
盛
重
の
死
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

宮
内
行
廣
改
め
吉
川
素
水
は
、
そ
の
後
も
大
阪
築
港
な
ど
に
従
事

し
、
土
木
監
督
署
技
手
を
つ
と
め
、
退
官
し
た
の
は
明
治
二
八
年
（
一

八
九
五
）
だ
っ
た
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
の
生
ま
れ
と
す

る
資
料
も
あ
る
が
、
墓
石
に
は
一
八
五
〇
年
生
ま
れ
と
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
戊
辰
戦
争
時
に
は
十
代
の
少
年
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
亡

く
な
っ
た
の
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
一
八
日
で
あ
る
。

素
水
の
息
子
吉
川
一
水
（
一
八
八
一
〜
一
九
四
六
）
は
、
内
村
鑑

三
門
下
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
昭
和
の
戦
時
下
に
も
軍
国
主
義

に
批
判
の
眼
差
し
を
向
け
、
ひ
た
す
ら
信
仰
を
貫
き
通
し
た
。
そ
し

て
、
一
水
の
孫
が
女
優
大
竹
し
の
ぶ
で
あ
る
。

素
水
の
墓
は
、
平
た
い
石
で
、
戒
名
で
は
な
く
俗
名
の
み
、
そ
し

て
生
没
年
が
西
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
。
息
子
の
影
響
を
受
け
た
の
で

あ
ろ
う
、
晩
年
の
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
洗
礼
を
受
け
た
ら

し
い
。

こ
の
小
文
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
二
六
日
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
「
大
竹
し
の
ぶ
」
の
た
め
、
番
組
内
で
は

使
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
調
査
協
力
し
た
際
の
諸
資
料
に
も
と
づ
き
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
所
蔵
者
で
あ
る
吉
川
圭
介
様
に
は
深
く

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。�

（
樋
口
雄
彦
）
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津
市
立
駿
河
図
書
館
）、『
近
世
庶
民
生
活
史
料
藤
岡
屋

日
記
』
第
一
三
巻
（
一
九
九
四
年
、
三
一
書
房
）、
樋
口
雄
彦
「
沼
津
兵
学

校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」（『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
23
、
一

九
九
九
年
）、
樋
口
雄
彦
「
江
原
素
六
の
戊
辰
時
脱
走
抗
戦
関
係
史
料
」（『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
33
、
二
〇
〇
九
年
）、『
正
智
遺
稿
』（
一
九
一
一
年
、

岩
橋
章
山
）
な
ど

ら
で
あ
ろ
う
。

勤
番
組
と
は
無
役
の
藩
士
た
ち
を
管
理
監
督
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
組
織
で
あ
り
、
支
配
世
話
役
頭
取
・
世
話
役
・
世
話
役
介
ら
が

そ
の
監
督
者
で
あ
っ
た
。
頬
と
は
班
の
こ
と
で
あ
り
、
沼
津
勤
番
組

は
一
番
か
ら
十
九
番
の
頬
に
細
分
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
一
番
頬
の
世

話
役
介
、
全
一
九
名
の
中
に
は
、
撒
兵
護
衛
隊
に
お
い
て
も
同
僚
だ
っ

た
松
崎
和
一
郎
が
い
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
元
静
岡
藩
士
た

ち
は
東
京
へ
も
ど
る
者
、
静
岡
県
内
に
残
る
者
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
自
活
の
道
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
の
戸
籍
制
度
発
足
に

よ
り
、
通
称
・
諱
の
使
い
分
け
は
止
め
ら
れ
、
名
前
は
一
人
ひ
と
つ

と
さ
れ
た
が
、
禮
三
は
そ
の
時
、
盛
重
と
い
う
名
に
決
め
た
と
考
え

ら
れ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
六
月
に
沼
津
・
日
枝
神
社
が
作

成
し
た
「
日
枝
神
社
氏
子
帳
」
に
は
、
沼
津
駅
町
方
町
一
五
番
地
の

住
人
と
し
て
「
宮
内
盛
重
」
の
名
が
載
り
、「
家
族
七
人
　
内
男
三

人
・
女
四
人
」
と
記
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
盛
重
は
沼
津
に
住
み
続
け
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

時
点
で
は
沼
津
城
内
町
の
町
会
議
員
一
九
名
の
一
人
に
選
出
さ
れ
て

い
た
。
城
内
町
は
武
家
屋
敷
の
跡
地
で
、
士
族
の
集
住
地
区
だ
っ
た
。

盛
重
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
二
月
一

四
日
、
六
〇
歳
だ
っ
た
。
菩
提
寺
は
沼
津
藩
主
水
野
家
と
同
じ
、
東

京
小
石
川
の
真
珠
院
だ
っ
た
が
、
墓
は
谷
中
霊
園
に
建
て
ら
れ
た
。

定
善
院
高
雲
盛
松
居
士
の
戒
名
を
彫
っ
た
墓
石
が
現
在
も
立
つ
。
す

ぐ
隣
に
は
岩
橋
教
章
家
の
墓
も
あ
る
。

さ
て
、
幕
府
海
軍
で
学
ん
だ
弥
重
郎
と
い
う
名
の
息
子
の
ほ
う
で

あ
る
。
戊
辰
の
際
、
彼
も
父
と
同
様
、
脱
走
・
抗
戦
と
い
う
道
を
選

ん
だ
。
た
だ
し
海
軍
に
属
し
た
た
め
、
脱
走
は
慶
応
四
年
八
月
、
榎

本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
艦
隊
の
一
隻
、
運
送
船
美
加
保
丸
に
乗
り
組

ん
だ
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
暴
風
雨
の
た
め
美
加
保
丸
は
銚
子
沖
で

沈
没
し
、
六
〇
〇
名
余
の
乗
組
員
と
と
も
に
命
か
ら
が
ら
上
陸
し
た

彼
は
密
か
に
江
戸
に
も
ど
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
い
き
さ
つ
は
、
子
孫
宅
に
伝
来
し
た
明
治
二
年
一
一
月
一
六

日
付
吉
川
禮
眠
宛
岩
橋
新
吾
（
教
章
）
書
簡
か
ら
判
明
す
る
（
現
在
、

こ
の
書
簡
の
原
本
は
函
館
市
中
央
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
）。

艦
隊
の
別
の
船
で
無
事
、
箱
館
に
た
ど
り
着
い
た
岩
橋
は
、
美
加
保

丸
に
乗
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
沈
没
後
は
別
の
手
段
で
後
か
ら
箱

館
に
至
っ
た
剣
豪
伊
庭
八
郎
か
ら
、
沈
没
時
の
よ
う
す
を
聞
き
、
弥

重
郎
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
江
戸
へ
帰
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。
岩
橋
は
箱
館
戦
争
を
戦
い
、
敗
戦
後
は
幽
閉
さ
れ
、
函

館
で
謹
慎
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
手
紙
は
そ
の
時

内務省時代の吉川素水か
（吉川圭介氏所蔵）

晩年の吉川素水
（吉川圭介氏所蔵）
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沼津の学校 誰もが通ったことのある「学校」の
　　　知っているようで知らない歴史を紹介します。

　まずはみなさんに質問です！　

　

　【問】沼津は日本ではじめて小学校ができたところである。

　　　◯か×か？　

　【答】実は◯なんです。

　

　明治元年 12 月に徳川家兵学校（沼津兵学校）の附属小学

校が開設され、翌月、明治 2 年 1 月に開校しました。これ

が日本初の「小学校」なんです（諸説あり）。当時の沼津は

教育の面で最も先進的な土地だったんですね。そして、その

附属小学校の系譜を受け継いでいるのが今の沼津市立第一小

学校です。　さあ、学校の歴史を紐解いてみましょう。

た
い
へ
ん

よ
く
で
き

ま
し
た

　日時：８月２０日（日）
　　　　 14時～15時30分
　　　　　（開場：13時30分）
　講師：工藤　達朗 氏
　　　　　（前沼津市教育長）
　演題：沼津発の学校づくり
　　　　　教育長12年の軌跡と
　　　　　　　これからの沼津の教育

　会場：当館2階講座室
　定員：80名（先着順）
　申込：7月22日（土）9時より
　　　　電話または直接

【ギャラリートーク】

展示会場で学芸員が解説します。
日時：8月   5日（土）、8月26日（土）
　　　いずれも 11時から
＊申込・参加料は不要。
　但し観覧料が必要です。

【体験講座
　 　 昔のノートを作ろう！】
和紙を糸で束ねた（和とじ）ノートを
作ってみませんか？

日時：8月 18 日（金）
　　　①10時～　②14時～
会場：当館 2階講座室
対象：小学 5年生～中学 3年生
定員：各回 10名（先着順）
申込：7月 22 日（土）9時より
　　　電話または直接
＊参加料・持ち物は不要。

　当館は「キッズアートプロジェクト
しずおか」参加館です。県内の小学生
は、ミュージアムパスポートを持って
来てね！無料になるよ !

【歴史講演会】

8月 3日（木）

戦時中のくらしを体験しよう 平和を考える戦争史跡めぐり

8月 9日（水）・8月11日（金）

明治史料館 のイベント夏 GO!へ

高校生のための一日学芸員体験講座

☆　対象者　　市内在住・在学の
　　　　　　　小学 4・5・6 年生
☆　時　間　　10:00 ～ 15:00　
☆　内　容　　戦時中の話を聞く
　　　　　　　「すいとん」を作って食べる
　　　　　　　高角砲部隊の弾薬庫跡の見学
　　　　　　　（雨天時は展示室で説明）
☆　持ち物　　筆記用具、軍手、タオル、お箸、
　　　　　　　お椀、飲み物、帽子
　　　　　　　保険料 24 円（当日集めます）
　　　　　　　＊汚れてもかまわない服装で
　　　　　　　　　　　　　　　　来てください。
☆　申込み　　7 月 22 日（土）9 時から　
　　　　　　　7 月 30 日（日）17 時まで

☆　対象者　　市内在住・在学の小学生・
　　　　　　　　　　　　　　　中学生とその保護者
☆　時　間　　8:50 ～ 16:00
　　　　　　　（沼津駅北口または明治史料館に集合）
☆　内　容　　御成橋の被弾跡、海軍技研の地下工場跡、
　　　　　　　御用邸の防空壕、戦時疎開学園の建物　
　　　　　　　などをバスで回ります。
☆　持ち物　　弁当、飲み物、筆記用具、懐中電灯、
　　　　　　　タオル、帽子
　　　　　　　保険料　１人 24 円（当日集めます）
　　　　　　　＊汚れてもかまわない服装で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　来てください。
☆　申込み　　7 月 22 日（土）9 時から　
　　　　　　　7 月 30 日（日）17 時まで
　　　　　　　電話または直接受付（各 先着 23 名）

☆　対象者　市内に在住もしくは通学している高校生
☆　時　間　10:00 ～ 15:00　（集合　9:50）
☆　内　容　①講義　「博物館」と「学芸員」
　　　　　　②見学　展示室・館内施設の見学
　　　　　　③実技　博物館資料の取り扱い方
　　　　　　　　（所蔵資料を実際に扱います）
☆　持ち物　筆記用具、昼食　＊汚れてもいい服装
☆　申込み　7 月 22 日（土 )　9 時から
　　　　　　電話または直接受付（先着 10 名）

8月 8日（火）

参加者募集！

申込み・問合せ　明治史料館　☏923-3335


